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昼光利用による照明エネルギー削減効果に関する実態比較調査（１）

はじめはじめに

窓からの光で無駄な照明を減らす昼光利用は照明の省エネ効果が大きいが、一方で、
天候や立地、開口部・室性状など様々な要因が関連し、昼光による窓のまぶしさに代表さ
れる室内環境の質の確保も考慮すると、その効果の適切な評価は容易ではない。

そこで、本調査は、開口部からの昼光利用と連動した明るさセンサーによる調光制御を

調査の概要

導入した複数の非住宅建築物を対象に、開口・室仕様と消費電力、まぶしさ評価の関係に
着目した、同一手法の調査による昼光利用の実態比較を行うことで、昼光利用効果の適
切な評価を行うために必要な要件を明らかにすることを目的とする。

境①昼光導入量 1) 屋外環境 屋外照度(グローバル・全天空) [lx]
窓面天空率 [－]

2) 開口部仕様・光量 開口率 [－]
透過光束 [lm/m2]

3) 室内仕様・光環境 天井高/室奥行 [－]
室内表面反射率 [－]
水平面照度 [lx]

②消費電力量 4) 照明消費電力量 電力量 [Wh]

③昼 光利 用時 5) 昼光利用に関する室 不快グレア予測値 [－]

屋外
立地

開口
仕様 室内仕様

窓のまぶしさ

消費電力量
③昼 光利 用時
の視環境の質

5) 昼光利用に関する室

内視環境
不快グレア予測値 [ ]
鉛直面照度 [lx]
アンケート

調査は、昼光利用効果に直接的に影響する①昼光導入量（立地→開口仕様→室内仕様）、

結果としての省エネ効果を示す②消費電力量、室内環境の質確保の程度を示す③窓のま
ぶしさ（グレア）の大きくは３つに関する項目の計測を、５件の建築物で同様に行うこととし
た。

建物A：ほぼ東に面した採光面側に隣接建物があり、開

た。

計測した結果について、昼光利用効果に特に影響すると考えられた主要項目を横並び評
価することで、調査項目と照明削減効果・光環境の質との関連性を把握していく。

調査対象建物と各建物の昼光利用における特徴
建物A：ほぼ東に面した採光面側に隣接建物があり、開

口率は大きいが、天井高／室奥行が低い。窓面はダブ
ルスキンのブラインド手動制御。

建物B：開けた立地で南面ブラインドは手動制御、最も
多くみられる一般的なオフィスの昼光利用環境。

建物C：開けた立地で南面のブラインド自動制御、天井
高／室奥行が高い。窓面の輝度分布に応じたフィード
フォワード制御を実施、照度設定は低い。

建物D：開けた土地で南面ライトシェルフ、高反射天井で
高 室奥 高 窓

外
観

内
観 天井高／室奥行は高い。窓面はロールスクリーンの手

動制御。北面の吹抜けトップライトからの採光もある。

建物E：建物周辺の植栽に囲まれている影響が大きく、
ブラインドは手動制御で角度は水平（45度）で運用、照
度設定は低い。

調査対象は、明るさセンサーの調光制御を導入し、立地や開口部等の昼光利用効果に影
響する仕様の異なる建物Ａ～Ｅで、晴天・曇天含む２週間程度、９時～日没で測定した。

建物Ｂ 建物Ｃ 建物Ｄ 建物Ｅ建物Ａ

観
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建物仕様・測定結果の一覧 照明消費電力削減効果
建物名 建物A 建物B 建物C 建物D 建物E

与

屋外
環境

窓面天空率 0.301
(採光面側に建物)

0.46
(開けた立地)

0.452
(開けた立地)

0.471
(開けた立地)

0.246
(採光面側に法面)

室仕
様

面積 256 m2 219 m2 335m2 159m2 155m2

天井高さ
/室奥行

0.22  0.28  0.37  0.34  0.27 
窓面方位 南東 南 南 南 南東
採光面数 1面 1面 1面 2面 1面
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ライト

シェルフ

横連窓+
ブラインド

ロ ルス

晴天

曇天

消
費

電
力

削
減

効
果

間
電

力
基

準
）
[-

]

40％

60％

80％

100％
晴天

曇天

与
条
件

部
仕様 日射遮蔽装置

制御

ブラインド
手動制御

ブラインド
手動制御

ブラインド
自動制御

ロールス
クリーン手

動制御

ブラインド
手動制御

窓開口率 0.35 0.16  0.26  0.29  0.157

照明
設定
・制御

設定照度[lx] 500～550 700
400(フィー
ドフォワー

ド制御)
700 400

下限調光率［%］ 0.25 0.25  0.00 

インテリア
固定

ペリメータ
25%

0.25

実測
結果

昼光
利用
効果・
影響
(晴天)

グレア（PGSV） 0.3 ‐0.2 1.3 2.0 ‐1.2
透過光束
[lm/m2] 902 7,477 3,490 21,940 4,558

電力
[W/m2]

日没前 11.26 7.55 4.56 0.27 3.64
日没後 14.20 10.14 6.14 10.55 4.50
ギ 削

照明削減効果（一日平均）は、
晴天日：建物Dは 95％以上、建物D以外9％～26％
曇天日：建物Dは90%以上、建物D以外4％～24％
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照
明

消
（
夜

間

0％

20％

(晴天)
エネルギー削

減効果
21% 26% 26% 97% 19%

 
晴天

曇天

光
束

[lm
/㎡

]

10 000

15,000

20,000

25,000
晴天

曇天

昼光利用効果に影響する要因と照明消費電力削減効果との関係

曇天日 建物 は90%以 、建物 以外

窓
（最大値0.5） 全体面積

天空面積
窓面天空率=

建物A 建物B 建物C 建物D 建物E
0.301 0.46 0.452 0.471 0.246

-

※想定値

窓面比較
（※魚眼カメラ使用）

天空率[‐]

透
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窓面の「透過光束」は削減効果と関連が高く、窓
面天空率、開口方位、窓仕様の効果を統合した
室内への昼光導入量と考えられる。ブラインドな
ど遮蔽物の角度設定や制御との関連も大きい

立地の影響を示す「窓面天空率」が低い建物
は照明エネルギー削減効果も低い

建物A 建物B 建物C 建物D 建物E

0

0.1

0.2

0.3

0.4
開口率

建物A 建物B 建物C 建物D 建物E

窓

床

床面積

窓面積

0
0.1
0.2
0.3
0.4

天井高さ/室奥行

建物A 建物B 建物C 建物D 建物E室奥行

天井
高さ

窓

室奥行

天井高さ

ど遮蔽物の角度設定や制御との関連も大きい。

建物Aのように開口率が高く削減効果は大きくない場
「 井高さ/室奥行 が高 建物は削減効果も高

 3
PGSV(ピーク値)3：ひどすぎると感じ始める

2：不快だと感じ始める

1：気になり始める

0：まぶしさを感じ始める
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グレア（まぶしさ）評価との関係 今後の展開

・屋外環境、開口部、室内の仕様と指
標の組みあわせによって、昼光利用
効果（照明削減効果）の適切な評価に

建物 う 開 率 高く削減効果 大 くな 場
合がある。削減効果は開口率だけの評価は難しい。 「天井高さ/室奥行」が高い建物は削減効果も高い。

建物A 建物C 建物D 建物E建物B

PG
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0 効果（照明削減効果）の適切な評価に
繋げる。

・その際、消費削減効果が高い場合
の光環境の質とのバランスも確保した
評価とする必要がある。

建物Dは手動スクリーンで削減効果が非常に高いがグレ
アも高い。一方でグレア過剰抑制は昼光利用効果を下げ
るため、エネルギーと光環境の質のバランス考慮が必要。


